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今年度の取組について 

(1) 学力向上マネジメント支援事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総合教育会議
令和３年6月2日

学力向上マネジメント支援事業を
活用した学力向上の取組

学校教育課



幼保小
連携事業

学力向上
プラン

中学校区の
交流活動

小中一貫教育・３つの柱

県委託事業

「学力向上マネジメント支援事業」

実施期間 Ｒ１からＲ３年度まで（３年間）

指定地区 塩竈・白石・大崎・石巻・気仙沼

対象教科 算数（小学校）・数学（中学校）

委託費 １市あたり500万円を限度（単年度）



2 学力向上PDCAサイクル

調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ
音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

目標指標 全国学力・学習状況調査

（小学６年・中学３年：県平均を上回る）

全国 県 市 全国差 県差

小学校 国語 63.8 62 67 3.2 5

算数 66.6 65 67 0.4 2

中学校 国語 72.8 74 71 ▲1.8 ▲3

算数 59.8 58 56 ▲3.8 ▲2

全国学力
・学習状況調査

R１年度
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2 学力向上PDCAサイクル

調査

全国学力
・学習状況調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ
音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

目標指標 標準学力調査

（小学生・中学生：目標値を上回る）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

目標値 79.1 72.4 67.2 62.7 63.2 66.4 59.1 58.8 55.3

市 81.9 63.6 64.9 60.6 56.6 65.7 50.5 50.0 51.1

比較 2.8 ▲8.8 ▲2.3 ▲2.1 ▲6.6 ▲0.7 ▲8.7 ▲8.8 ▲4.2

R２年度
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2 学力向上PDCAサイクル

調査

全国学力
・学習状況調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ
音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

40

42

44

46

48

50

52

小1年 小2年 小3年 小4年 小5年 小6年 中1年 中2年 中3年

同一集団の経年比較（標準スコア：全国平均50）

全国平均

R3.1

50

R2.6R1.12R1.4
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2 学力向上PDCAサイクル
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１回目（６月）
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１回目が15文字以下の児童
２回目は30文字に達しない

1回目が30文字以上の児童
2回目は40文字以上

40

46文字未満児童の分布

調査

全国学力
・学習状況調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ

音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）
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ひらがな
音読調査

22%

20%

① 46文字全て読める児童

32%

21%

② 46文字未満の児童

3

2

1
8%

0%

③ 43文字以下の児童

3
2

1 3
2

1

４６文字全て読める児童

評定 3 2 1

人数 188 72 64

比率 58% 22% 20%

読める文字が４６文字未満

評定 3 2 1

人数 11 7 16

比率 32% 21% 47%

読める文字が４３文字以下

評定 3 2 1
人数 1 0 11
比率 8% 0% 92%

58％
47％

92％

ひらがな音読調査（２回目）と
標準学力調査（算数）
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2 学力向上PDCAサイクル

１回目の調査結果（4/23現在）
調査

全国学力
・学習状況調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ

音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

46文字
75％
288人

10文字
96％
372人

0文字
0％

ひらがな すうじ

0文字
1％
４人

1～30

8％
31人

31～45

16％
62人

1～6

1％
3人

7～9

3％
11人

R3年度
1回目
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新入学児童の保護者へ

Ｒ１年度から
就学時健診にて配布

３歳児検診での
配布を検討中



2 学力向上PDCAサイクル

成果指標：全国値を上回る学級の割合 80％
R２年度 7月 11月 2月

小学校
満足度 82％ 89％ 91％ 72/79学級

要支援 49人 43人 45人 ▼４人

中学校
満足度 97％ 95％ 95％ 38/40学級

要支援 45人 41人 37人 ▼８人

市全体
満足度 86％ 91％ 92％ 110/119学級

要支援 94人 84人 82人 ▼12人

調査

全国学力
・学習状況調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ
音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）
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2 学力向上PDCAサイクル

調査

全国学力
・学習状況調査

標準学力調査

ひらがな・すうじ
音読調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

H30 R1 R2

市・小学校 0.33％ 0.43％ 0.73％

全国 0.7％ 0.8％

市・中学校 3.86％ 2.40％ 2.91％

全国 3.6％ 3.9％

不登校出現率

全国値を下回る



2 学力向上PDCAサイクル

一斉授業 協同的学び

教師からの
一方向の
説明や講義

「聴く」
「つなぐ」
「もどす」

一斉授業から 協同的学びへ

「ペアやグループによる協同的な学び」
を授業に取り入れる

授業改善

「学びの共同体」
による授業づくり

ユニバーサルデザイン

による授業づくり

授業力向上
研修会

学びスタンダード
重点項目の設定



2 学力向上PDCAサイクル

「共有の課題」と「ジャンプの課題」
で授業をデザインする

共有の課題 ジャンプの課題

教科書レベル
可能な限り
高いレベルの
課題

２つの課題で授業をデザイン

授業改善

「学びの共同体」
による授業づくり

ユニバーサルデザイン

による授業づくり

授業力向上
研修会

学びスタンダード
重点項目の設定



2 学力向上PDCAサイクル

UDの環境整備

１ 物的な環境整備

２ 人的な環境整備

・視覚情報 ・聴覚情報 ・教室空間

・認め合う人間関係 ・言語環境

授業改善

「学びの共同体」
による授業づくり

ユニバーサルデザイン

による授業づくり

授業力向上
研修会

学びスタンダード
重点項目の設定
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2 学力向上PDCAサイクル

UDの授業づくりの視点

構造化 Structuring
授業全体の
見通しを提示

共有化 Sharing
ペア・グループでの
学び合い

焦点化 Focusing 授業をシンプルに

視覚化 Visualization
見える化
ICT機器活用

授業改善

「学びの共同体」
による授業づくり

ユニバーサルデザイン

による授業づくり

授業力向上
研修会

学びスタンダード
重点項目の設定
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2 学力向上PDCAサイクル

計

一
小

二
小

三
小

月
小

杉
小

玉
小

浦
戸

一
中

二
中

三
中

玉
中

市
全
体

公開研究会
（外部講師） 17 3 1 3 1 1 1 1 1 1 3 1
校内研究会
（市教委） 16 2 2 2 2 2 2 2 2
全体研修会
（外部講師） 2 2

研修会・計 35 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2

市教委訪問による授業研究会の実施

パイロットスクール
授業改善

「学びの共同体」
による授業づくり

ユニバーサルデザイン

による授業づくり

授業力向上
研修会

学びスタンダード
重点項目の設定
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2 学力向上PDCAサイクル

進捗把握
フィードバック

授業づくり
進捗状況調査

授業改善
意識調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

小中一貫教育
アンケート

進捗把握
フィードバック

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小1 中1 小2 中2 小3 中3 小4 中4 小5 中5 小6 中6

国語

分かる

国語

楽しい

算数・数学

分かる

算数・数学

楽しい

外国語・英語

わかる

外国語・英語

楽しい

国語の授業の内容は、よく

分かりますか。

国語の授業は、楽しいです

か。

算数・数学の授業の内容

は、よく分かりますか。

算数・数学の授業は、楽し

いですか。

外国語・英語の授業の内容

は、よく分かりますか。

外国語・英語の授業は、楽

しいですか。

80％

小 中 小 中 小 中 小 中 小 中 小 中

国語 算数・数学 英語

分かる 楽しい 分かる 楽しい 分かる 楽しい

中数学
分かる

中数学
楽しい

中英語
分かる

授業は分かりますか・楽しいですか
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2 学力向上PDCAサイクル

進捗把握
フィードバック

授業づくり
進捗状況調査

授業改善
意識調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

小中一貫教育
アンケート

進捗把握
フィードバック
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40%
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70%

80%

90%

100%

小12 中12 小13 中13 小14 中14 小15 中15 小16 中16

授業参加 協力 自己

有用感

考えを

発表

自己

肯定感

自分からすすんで授業に参加

していますか。

みんなで協力して何かをやり

遂げることが好きですか。

学級のために役に立てること

がよくありますか。

すすんで自分の考えや意見を

言えますか。

現在の自分に満足しています

か。

小 中 小 中 小 中 小 中 小 中

授業参加 協力 自己有用感 考えを発表 自己肯定感

80％

参加・協力・有用感・発表・肯定感
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2 学力向上PDCAサイクル

進捗把握
フィードバック

授業づくり
進捗状況調査

授業改善
意識調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

小中一貫教育
アンケート

進捗把握
フィードバック

17%

15%

17%

16%

21%

34%

32%

34%

34%

33%

26%

26%

26%

26%

22%

23%

27%

23%

24%

24%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

23%

20%

23%

22%

29%

35%

34%

35%

32%

34%

25%

27%

25%

27%

23%

17%

18%

17%

19%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

テレビやビデオ・DVDなどの視聴時間

小学校 中学校

１時間より少ない
１時間以上
２時間より少ない

２時間以上
３時間より少ない

３時間以上

R2

減少微減
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2 学力向上PDCAサイクル

進捗把握
フィードバック

授業づくり
進捗状況調査

授業改善
意識調査

学級満足度調査
（QｰU調査）

小中一貫教育
アンケート

進捗把握
フィードバック

ゲーム・スマホの時間

１時間より少ない
１時間以上
２時間より少ない

２時間以上
３時間より少ない

３時間以上

33%

32%

33%

28%

26%

28%

30%

28%

27%

30%

20%

19%

20%

23%

21%

19%

19%

19%

22%

23%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

20%

22%

20%

15%

14%

28%

32%

28%

29%

26%

26%

25%

26%

29%

30%

26%

21%

26%

27%

30%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1回

2回

3回

4回

5回

中学校小学校

R2

増加横ばい
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カリキュラム
マネジメント

つまずき
解消月間

学年別
カリキュラム一覧

2 学力向上PDCAサイクル

カリキュラムの工夫

★算数・数学の教科書
２月までに指導完了

★３月はつまずき解消月間

★効果が上がる内容と
システムを検討する

R３年度
の重点
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★「探究」と「協同」の学びの大切さを再認識し
授業改善に取り組む

⚫ つまずき解消月間の取組の充実

★効果が上がる内容とシステムを検討する

⚫ ICTの効果的活用と
「主体的・対話的で深い学び」の実現

★「思考と表現の道具」
「探究と協同の道具」として活用する

4 マネジメント進行管理上の課題（重点）

⚫ ウィズ・コロナ時代の
しおがま「学びの共同体」による授業改善の推進
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